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１．業界団体の概要：社団法人 日本電機工業会

日本の電気機器総生産額
２４兆４，４７０億円の２０．８％

構成：重電機器・システム及び家電機器に関する電気機械器具の製造業及び関
連事業を営む法人・団体

目的：電気機械器具、発電用電動機及び原子力機器の製造並びに関連事業の
総合的な進歩を図り、国の繁栄、国民生活向上、世界経済発展に貢献

創立：1940年 社団法人として認可：1954年
会員数：278社（正会員：184社 賛助会員：94社）（２００４年７月現在）

主な事業活動： ●政府・行政への協力と提言

●ＪｅＭａｒｃｈｅの普及・拡大

●地球環境保護の推進

●工業標準化活動の推進

●電気エネルギーの安定供給と

利用の高度化のための開発推進

●技術研究開発への支援・協力

●国際協力の推進

●消費者・ユーザーへの対応、

安全使用の啓発・普及活動

●調査・広報活動 ●企業経営の調査研究

ＪＥＭＡ取扱い製品の生産額
（２００２年）

重電機器

２兆１９０億円

３兆６２０億円

合計

家電機器

５兆８１０億円
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２．ＶＯＣを排出する設備の概要 －洗浄設備－

洗浄設備洗浄設備 乾燥設備乾燥設備ミスト分離器ミスト分離器

（超音波洗浄・攪拌洗浄） （真空乾燥）

予備洗浄 本洗浄 リンス

溶剤再生循環

搬入

VOC処理装置VOC処理装置減圧蒸留装置減圧蒸留装置

搬出
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３．VOCを排出する施設数（規模別施設数） －洗浄設備－
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４．ＶＯＣの排出の形態（１）

排出抑制処理装置

バッチ洗浄装置Ａ 洗浄装置Ｃ枚葉洗浄装置Ｂ

塗布装置Ａ ドラフター現像装置Ｂ

工場例

１Ｆ

２Ｆ
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４．VOCの排出の形態（２）：排出口数 －洗浄設備－

施設数 483

0.1以上－0.2未満
14%

2以上－5未満
6%

5以上－10未満
1%

10以上
1%

0.1未満
9%

0.5以上－１.0未満
8%

0.2以上－0.5未満
11%

1
50%

＊１つの排出口にＮ個の施設から排気が集合された場合は、該当施設の排気口数は１/Ｎで表示

排出口数



7

The Japan Electrical Manufacturers’ Association

５．ＶＯＣを排出する施設からのＶＯＣ排出実態（１） －洗浄設備－

項 目 排出実態 備 考

１ 排出濃度

（処理装置前）

アセトン：930 ppm、キシレ
ン：240 ppm、ＩＰＡ：380 ppm

排出施設の洗浄施設は
10台程度で構成

２ 排出濃度

（処理装置後）

アセトン：12 ppm、他はＮＤ

３ 排ガス量 7,500 m3/h x 2台

４ 排出量 3.7 ｔ/年（アセトン）

５ 排出状態 個々の洗浄施設等毎に別々

に排出している

６ 排出濃度変動 個々の洗浄施設毎に排出タ

イミングがバラバラであり、変

動に規則性は無い．
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６．裾きり指標（１）－洗浄施設の規模別ＶＯＣ使用量①
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６．裾きり指標（２）ー洗浄施設の規模別ＶＯＣ使用量②
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６．裾きり指標（３）－外形基準について

外形基準案として送風（排風）量が考えられるが、以下の点が問題

● VOC使用量の少ない施設においても送風量の多い場合がある

洗浄施設の場合、

１．洗浄施設周辺の作業環境濃度を良好に保つ為、送風量は主に作業者の安全

衛生上の観点から決定されている場合が多い

２．クリーンルームにて用いる洗浄施設では、処理槽上層部の清浄度の確保と

クリーンルーム内への環境汚染防止の為に多くなる。

● 比較的小さな洗浄施設が、複数でメインダクト等の同一排気配管に繋がっている

場合の施設の単位の考え方

● 洗浄施設以外の施設が、洗浄施設と同一の排気配管に繋がっている場合の施設

類型の考え方
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７．ＶＯＣ排出抑制対策（１） －洗浄施設の規模別処理装置設置率ー
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７．ＶＯＣ排出抑制対策（２） －洗浄施設に係る処理装置の種類－

処理装置の種類 除去率（％）

燃焼分解 99

吸着 91

吸収 98

冷却凝縮 36

その他 87

処理装置のＶＯＣ抑制効果

吸着
46%

燃焼分解
9%

その他
15%

冷却凝縮
9%

吸収
21%
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８．ＶＯＣ排出抑制対策に要するコスト

処理装置の種類 イニシアルコスト ランニングコスト 備 考 （課題等）

燃焼分解 2千万円～5千万円 300～500万円/年
（助燃剤）

ＶＯＣガス濃度が薄いと助

燃剤が必要．ＣＯ２の発生．

吸 着 2千万円～5千万円 300～500万円/年
（吸着剤交換）

吸着剤の寿命、高沸点物

質による脱着不良．

吸 収 1千万円～3千万円 数10万～
100万円/年

廃液処理設備が必要．

冷却凝縮 数10万～100万円 数10万～
100万円/年

単独では高い処理効率が

得られないため、他の排出

抑制処理と組み合わせて

設置されることが多い．
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９．ＶＯＣ排出抑制に係る自主的取組み

①ＶＯＣ調査（会員企業対象）より抽出： 洗浄及び洗浄後乾燥施設 ２３５施設

２０００年 ２００３年 削減率（％）

ＶＯＣ使用量 （ｔ/年） ４，４９５ ４，２０９ ６．４

ＶＯＣ推定排出量（ｔ/年） ７６１ ６７２ １１．６

剥離液Ａ メタノール メタノール 水 剥離液Ｂ メタノール 水

リンス１ リンス２ リンス１

●ＶＯＣ排出抑制施設（吸着施設、燃焼分解施設）の設置、導入

②上記調査での具体的な取組み施策

●プロセス改善（剥離液の変更）によるリンス液の使用量削減例


